
モニタリングシート（文教施設）

２　管理運営状況等
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2

3

66,230 66,677

設置目的
美術その他芸術の振興を図り、市民文化の向上及び発展に寄与することを目的とし
て、本市に市民美術センターを設置する。

施設内容・業
務内容等

第1展示室195.3㎡、第2展示室127.6㎡、第3展示室97.3㎡、会議室61.9㎡、和室45.5
㎡、茶室25.2㎡、特別室143.9㎡
特別展示・文化芸術普及事業等に関する業務、施設・設備の維持管理に関する業務、
施設の使用許可・使用許可の取り消しに関する業務など

指定管理者
東大阪花園活性化マネジメント共
同体

連絡先 072-964-1313

2 年度～ 21

指定管理者に関するモニタリングシート 黄色のセルを施設担当課が記入

１　施設の概要 （モニタリング実施年度： 令和 6 年度）

年度

指定の方法 複数施設を一括指定管理

施設所管課
人権文化部　文化室
文化のまち推進課

連絡先 06-4309-3155

施設の名称 東大阪市民美術センター
指定期間

人人員体制 正規職員 4 人 パート・アルバイト 11 人 0その他

年度 令和5 年度

実績 今年度（予算）

6

指定管理

次年度（見込）

令和 3 年度 令和 7令和 年度令和

307 308

管理形態 指定管理 指定管理 指定管理 指定管理

年度

供用（開館）日数 263 308

4 年度

新型コロナウイルス感染症
の影響により臨時休館。
R3.4.25～R3.6.20

308

65,728指定管理委託料（千円） 64,760 66,754

利
用
状
況
指
標

入館者数（人） 26,076 47,461

展示室稼働率
（％）

補足
説明

96.5
補足
説明

82.8 96.6

68,325

補足
説明
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モニタリングシート（文教施設）

３　モニタリングの総括
「個別評価」（自動表示）：Ｓ＝チェック項目が全て○、Ａ＝×がなく「得点」が７５％以上、
　　　　　　　　　　　　　　　 Ｂ＝×がなく７５％未満～５０％以上あるいは×が１個で「得点」が７５％以上、
　　　　　　　　　　　　　　　 Ｃ＝×が２個以上あるいは×が１個で「得点」が７５％未満
「最終評価」（任意決定）：個別の評価結果を踏まえて、評価者の裁量で決定する。

モニタリングの観点
施設担当課のモニタリング

個別評価
S A B C

評価できる点や要改善事項

Ａ
行
政
視
点

施設の設置目
的が達成でき、
事業の継続性
が期待されると
ともに、市民の
安全の確保が
図られている
か？

B

設置目的を理解し、適切な管理運営に努めているが、協定書に基づき提出が
求められる事項について、書類の不備及び遅滞が見受けられる。これについて
は以前より指摘をしてきたが、未だ改善には至らず、改めて指導をしていく。
マニュアル整備や防災訓練等は実施されており、災害時等に市民の安全の確
保が図られるものと評価する。

Ｂ
管
理
・
運
営
能
力

人員・施設の管
理、会計処理等
（再委託業務を
含む）が適正に
実施され、快適
に利用できる施
設環境が整備さ
れているか？

B

人員体制、備品管理、清掃、防犯対策、会計管理について、適正に実施されて
いる。
施設・設備の管理については、施設の老朽化に伴い修繕が必要な箇所が増え
てきているものの、事務処理遅れにより修繕できない箇所があった。
利用者が安全かつ快適に利用できるよう、計画的に修繕を行っていただきた
い。

Ｃ
サ
ー

ビ
ス

平等な利用の
確保及びサー
ビス向上が図ら
れているか？

Ｓ

平等な施設利用が確保され、マニュアル整備や職員の研修受講を通じてサー
ビス向上が図られている。
ウェブサイトで施設の利用案内や予約状況が分かるようにするなど利便性を心
がけている。
利用者の属性に関わらず、誰もが利用しやすい環境づくりを引き続き検討して
もらいたい。

Ｄ
市
民
視
点

市民の声が反
映される管理・
運営が行われ
ているか？

Ｓ

事業アンケートを検証する中で、市民の声を一定反映できるような体制は構築
されており、今後の課題や他館の取り組みを参考にしようとする姿勢が窺える。
市民から要望のあった内容の普及講座を開催したり、コロナで自粛していたコ
ンサートを再開するなど、様々なジャンルの事業に取り組んでいる。
今後はアンケート結果を公開するなど、市民美術センターの事業内容の「見え
る化」を進めることが求められる。

Ｅ
効
果
・
効
率
性

施設の効果を最
大限発揮しようと
するとともに、管
理経費の縮減が
図られている
か？

Ａ

来館者の意見等から新たな事業の企画・提案が行われている。
特別展来場者数については、目標に届いていない展示もあるが、ターゲットを
明確にしたワークショップの開催や、SNSを活用した広報により、若い世代の来
場が増加している。引き続き、目標来場者数の達成にむけて取り組んでもらい
たい。また、施設稼働率を向上させるための工夫についてもあわせて検討して
もらいたい。

Ｆ
法
令
等
遵
守

法令や各種規
則等を理解し、
遵守すること
で、社会的責任
を果たしている
か？

Ｓ 法令等を理解・遵守しており、研修も定期的に実施していることを評価する。

課題への対応
今後の取組

最終評価
（任意設定） 市民の文化芸術活動の発表の場となっているとともに、市民が様々な文化芸術

に触れる機会を提供していることを評価する。一方で、運営における事務処理
や施設管理等において一部不備が見受けられたため、適切に処理していただ
きたい。Ａ
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